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去る９月１９日午前１０時より、

更生保護サポートセンター和歌山に

おト」小・中学生の応募作品の第一

次審査会が開催されました。 

 

今年も 24名の方々にご苦労いただきました 
 

 

保護司会東支部： 

・坂本 紀美子 ・野間 弓子 

・玉井 康臣  ・角倉 耕一 

保護司会西支部： 

・得津 壽美子 ・西村 順子 

・岩橋 利茂  ・林  吉雄  

保護司会南支部： 

・北口  勲  ・杉谷 睦生 

・木村 晶三  ・中  智子 

保護司会北支部： 

・小川 史乘  ・角田 秀樹 

・小川 成子  ・堂坂  清 

更生保護女性会： ・井本マチ子 

Ｂ Ｂ Ｓ 会：   ・金田 郁子 

  （敬称略 以上 2４名） 
 

取材：サポセン・奥田 記  

去る 9月 19日、更生保護サポー

トセンター和歌山において第 67回

社明作文コンテスト第一次審査会が

開催されました。 

ご苦労いただいた係員・審査員は

合わせて 24名。朝 10時より午後

4時まで、寸暇を惜しんでよい作品

を見逃すまいと終日真剣に取り組ん

でいただきました。 

今回の応募数は小学校 8校・221

点、中学校 15校・796点、総合計

1017点でした。昨年とほぼ同数の

応募数でしたが、学校数で比べると

小学校で 8校・中学校で 3校、合わ

せて 11校減っているのが気になる

ところでした。 

 

審査委員長 保護司会会長 小西 健之 

〃副委員長 担当副会長   森  幸子 

〃副委員長 担当理事  玉井  良弘 

〃副委員長 担当部会長 宮本  二 

〃副委員長 センター長 奥田 雅晴 
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南海和歌山市駅前「社明」啓発活 
  

 

 

 

 

関心な人・配布物品を見て横を向く

人・『ご苦労さま・・・』と声をか

けてくれる人等さまざまでした。 

 まだまだ「この運動そのものが定

着していない」という思いを強くし

ました。 

当北支部においては、ミニ集会は

地区持ち回りで開催されています。

本年は楠見地区が担当し、前・乾支

部長より地区責任者として進めて欲

しいとの指示があった。 

早速、会場と開催日の選定に取り

掛かり、７月２９日（土）・河北コ

ミュニティセンターと決めました。

その後、森支部長が就任。サブリー

ダー２名（山本・西本保護司）を指

名し役割分担を決める。続いて講師

の選定、招待者、司会者、当日の進

行等を話し合い、まず集客に力点を

置き取り組みました。 

招待者を尾花市長にお願いするこ

ととし、地区住民に周知のビラを２

００枚作成。自治会長や各種団体長

に持参し動員を依頼。同時に回覧板

で楠見地区住民に徹底しました。 

当日は岸本・門衆議院議員も出席

いただき、１００名余の大盛況のミ

ニ集会となりました。これもひとえ

に楠見地区１２名の保護司が「心を

一つ」にし取り組んだ結果です。 

皆様に感謝、感謝・・・。 

「Ｈ29・社明街頭啓発」活動について 二・記

 

 

 

ぜひ支部の受彰者にお祝いの拍手を 

送りに来てください。 

 
 

北支部では、７月２２日午前１１

時からパームシティで、「社会を明

るくする運動」の街頭啓発を行いま

した。当日は、北支部保護司、更生

保護女性会，ＢＢＳ会から約４０名 

が参加。炎天下での厳しい活動とな

りました。 

沢山の配布物品を用意したのです

が、約３０分で終了となりました。 

「社会を明るくする運動です」ある

いは「和歌山保護司会です」等一声・

一声かけながらの広報でしたが、無 

  

 

 

 

 
もっと、もっと 

粘り強く頑張らないと 

ファイト～！ 

「社会を明るくする運動」 
ミニ集会開催について 

９月２７日(水)・サポートセンター 
 

和やかに 真剣に 
充実した時を共有できました 

【研修会参加者】 

北井 勝也（東）・ 佐野 浩美（南） 

下岡 一夫（北）３名（平成２６年度委嘱） 

【企画調整保護司】 

乙井八重子・杉谷 睦夫・森 幸子 

   参加された３名の先生方の、保護司活動への 

真摯な態度と熱い志が、しっかりと伝わってき 

て、逆に本当に勉強になりました。とのベテラ 

ン保護司の一致した感想でした・・・。 

皆様ご苦労さま。ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東支部・河南地区「社明月間」の活動報告    

 
 『社会を明るくする運動』の一環と

して、毎年実施している駅前や各地区

の祭り・行事に合わせて行う街頭啓発

について、今年も更生保護女性会第７

分会(江川恵美 会長)と、当該地区の保

護司が共同してその準備に当たった。 

 平成 29年６月 25日（日）午後 1

時 30分河南コミュニティセンターに

集う。初めに各地区の更生保護情報の

交換と自己紹介を。その後、机の位置 

を並び替え、全員で沢山の啓発グッズ

にシールを貼る作業に取り組む。それ

が終了すると、それぞれの地区の行事

に合わせ、啓発グッズの配分作業に取

りかかりました。 

 何しろ数多くの啓発グッズであり、 

毎年大変な作業ですが、日頃交流する

機会の少ない更生保護女性会とのコミ

ュニケーションの場としての役割も果

していて、貴重な時間でもあります。 

 

 西和佐・和佐・小倉・岡﨑・東山東・安

原の各地区の代表者が持ち帰った「ボール

ペン、うちわ、ティッシュ」等の啓発グッ

ズは、地域の住民が「更生保護」に少しで

も関心を持ってもらえればと願いつつ、伊

太祁曽神社まつり・麦の郷まつり・高積ま

つりや、各地区小学校での夏祭り、駅前等

での啓発活動で手渡されました。  

① 

② 

③ 

 

写真① ②は、シール貼り付け

作業に奮闘する参加者 
 

③伊太祁曽神社の輪くぐりに来

た親子ずれに一声かけて 

 
※東支部ではこの他に「河 
北」・「中」の３地区に分 
かれ、同様の活動を実施し 
ています。 



 

 

 ① 

 

 

巧みな話術と分りやすい説明に全員納得 
●平成 2９年９月 11日(月) ●紀三井寺はやし ●参加者 198名  

9月 11日「紀三井寺はやし」に

て、竹内優子研修部会長の司会で恒

例の三者合同研修会が開催された。  

今年は部外講師による講演会で、テ

ーマも「認知症の正しい理解」と身

近であったのか？はたまた、サブテ

ーマの「認知症と犯罪予防」に惹か

れたのか、200名近くの出席者で会

場はほぼ満員となった。 

小西保護司会会長のごあいさつに

続き、協力雇用主会の岩橋一博氏、

熊部観察所所長よりご挨拶をいただ

き研修会の幕開けとなった。 

お話慣れされいる長森講師の巧み

な「つかみに」参加者はたちまち講

演にああああああああああああああ

あ 

 

演に引き込まれる。その上、的確な

パワーポイントと相まって、話は分

りやすく、小生のくたびれた頭脳と

心にもストンと入り込む・・・。 

 もう少し時間があれば、活発な質

疑応答もできたのにと少々残念に感

じるほどであった。個人的な話で恐

縮知症で施設に入所しており、あ 

 

縮であるが、私の実姉も認知症を煩

い十数年。現在、某施設のグループ

ホームに入所中である。お話の随所

に「そうそうそのとおり」「え、そ

うだったのか」と「これからは、対

応を変えないと」と、強く感じるこ

とがしばしばでした。 

また、私達保護司が対象者と向か

い合う時にも、大変参考となるお話

も多く聞け充実した研修課であった

と思う・・・。 

（取材：サポートセンター 奥田） 

しっかり交流できました

恒例の懇親会は、研修終了後２階

の宴会場で開催。司会は、所用のた

め遅参される野々村総務部会長に変

わり、西支部の○●保護司が担当。

熊部所長の発声で幕を開け、約２時

間大いに盛り上がりをみました。参

加者は 106名でした。 

 

 

具体的な対応のポイント 

 
●まずは見守る 

●余裕をもって対応する 

●声をかける時は一人で 

●後ろから声をかけない 

●相手に合わせてやさしい口調で 

●おだやかに、ハッキリした滑舌で 

●相手の言葉に耳を傾けてゆっくり

対 

▲パワーポイントの 1枚 

 
保護司会 
各支部 

関係団体等 
の行事 
活動予定 

 


